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業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 請負⾦額

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、中村川広域河川改修事業に伴い、架け替えを⾏う新富橋（人道橋）の詳細設計である。業務中に
発⽣した令和４年８⽉の豪⾬災害により被災した既設ＪＲ橋の架け替え計画を踏まえ、本橋梁への影響や整備
工程など相互の事業進捗を考慮した橋梁計画を実施した。
豪⾬災害前は、予備設計成果を基に現況位置より上流⽅向での架橋計画としていたが、既設ＪＲ橋の架設計

画を踏まえ、現況位置を含めた下流⽅向への再度検討のほか、現況位置での新橋架設となった事による整備期
間中の仮橋設置等、周辺住⺠への影響低減を最優先とした最適な整備計画が⽴案された。
以上、「難易度が⾼い業務に対して優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部

優良建設関連業務に推薦するものである。

中村川広域河川改修設計業務委託

⻄津軽郡鰺ヶ沢町⼤字舞⼾町地内

佐藤 推

エイト技術 株式会社

令和3年10⽉29⽇〜令和5年3⽉24⽇

橋梁詳細設計 N=1橋

38,500,000円

84点

成田 秀吉

山上 諭

⻄北地域県⺠局地域整備部

相坂 鉄治

令和5年3⽉24⽇

新設人道橋

仮設人道橋

新橋架設位置の再度検討

橋⻑ 52800 現橋状況
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このたびは、⻄北地域県⺠局地域整備部⻑表彰の栄誉を賜り、誠にあり
がとうございます。ご指導を賜りました調査職員並びに関係職員の皆様
に厚く感謝申し上げます。
昭和45年6⽉2⽇創業以来5３年を迎え、心を新たに業務に取り組んで

いく所存でございますが、近年様々な社会状況の変化により業務内容が
多様化、複雑化し、それに対応するための人材の育成、DXの推進を図り、
今後ますます皆様のご要望に応えていきたいと考えております。
これからも新たな時代のニーズに応えるとともに、技術の研鑽を積み

重ね、地域社会に貢献できるよう尽⼒していく所存です。今後とも皆様
⽅の一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願いいたします。

代表取締役
佐藤 富一

管理技術者
佐藤 推


